
●
は
じ
め
に

　

二
〇
一
一
年
三
月
に
起
き
た
東
日
本

大
震
災
は
東
北
地
方
を
中
心
に
甚
大
な

被
害
を
及
ぼ
し
た
。
図
書
館
も
そ
の
例

外
で
は
な
い
。
図
書
館
の
建
物
や
資
料

は
大
き
な
損
失
を
被
り
、
さ
ら
に
図
書

館
職
員
の
命
ま
で
も
奪
っ
た
。
地
域
社

会
が
喪
失
す
る
と
と
も
に
図
書
館
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
も
失
っ
た
。
震
源
地

か
ら
遠
く
離
れ
た
千
葉
市
に
位
置
す
る

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
で
も
震
度
五
強
の

揺
れ
に
見
舞
わ
れ
、
図
書
館
の
蔵
書
資

料
は
ほ
と
ん
ど
落
下
し
行
く
手
を
ふ
さ

い
だ
（
写
真
①
）。
そ
の
日
は
あ
ら
ゆ

る
交
通
手
段
が
遮
断
さ
れ
帰
宅
難
民
と

し
て
研
究
所
で
一
夜
を
過
ご
し
た
。
余

震
に
お
び
え
な
が
ら
食
料
調
達
の
た
め

に
外
に
出
て
み
る
と
街
中
は
一
変
し
て

い
た
。
液
状
化
現
象
に
よ
り
道
路
や
歩

道
に
は
砂
や
水
が
あ
ふ
れ
、
い
た
る
と

こ
ろ
で
歩
道
の
隆
起
（
写
真
②
）
や
亀

裂
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。

　

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
半
年
過
ぎ

た
頃
、
タ
イ
で
大
洪
水
が
発
生
し
、
日

系
企
業
が
相
次
ぎ
操
業
停
止
に
追
い
込

ま
れ
た
。
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
ラ
ン
シ
ッ

ト
校
図
書
館
の
所
蔵
資
料
の
八
〇
％
が

流
出
し
た
。
洪
水
直
後
に
タ
イ
に
出
張

に
行
っ
た
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
図
書
館

職
員
が
、
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
図
書
館
の

被
災
後
の
現
場
を
ま
の
あ
た
り
に
し
、

被
害
の
大
き
さ
に
驚
愕
し
た
。
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
、
開
発
途
上
国
図
書
館
と

災
害
の
状
況
を
ま
と
め
て
み
よ
う
と
い

う
着
想
が
生
ま
れ
、
今
回
の
「
災
害
と

図
書
館
」
特
集
を
組
む
に
至
っ
た
。

●
災
害
に
よ
る
被
害
状
況

　

一
般
に
開
発
途
上
国
で
巨
大
災
害
が

発
生
し
た
場
合
、
先
進
国
で
の
発
生
に

比
べ
、
被
害
額
は
少
な
い
も
の
の
、
非

常
に
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
、
復
旧
・

復
興
に
よ
り
多
く
の
時
間
を
要
し
、
被

災
者
の
生
活
再
建
に
多
く
の
困
難
を
と

も
な
う
傾
向
に
あ
る
（
参
考
文
献
①
）。

　

二
〇
〇
四
年
一
二
月
に
発
生
し
た
ス

マ
ト
ラ
沖
地
震
津
波
に
よ
る
大
津
波
で

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
始
め
ス
リ
ラ
ン
カ
、

イ
ン
ド
、
タ
イ
で
大
き
な
被
害
を
受
け

た
。
こ
の
地
震
・
津
波
に
よ
る
被
災
者

は
約
二
〇
六
万
人
、
死
者
・
行
方
不
明

者
は
約
二
三
万
人
、
被
害
総
額
は
六
八

億
ド
ル
を
超
え
た
（
参
考
文
献
②
）。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
人
的
被
害
や
建
物

の
損
壊
が
大
き
く
、
浸
水
に
よ
り
ア

チ
ェ
の
近
現
代
史
の
基
礎
的
文
献
な
ど

が
被
害
を
受
け
て
い
る
（
西
論
文
）。

こ
の
津
波
に
よ
る
苦
難
を
乗
り
越
え
る

た
め
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
家
開
発
企
画

庁
は
、
被
災
地
域
に
お
け
る
図
書
館
や

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
を
含
む
保

健
・
教
育
・
社
会
福
祉
分
野
の
復
興
・

再
建
計
画
を
た
て
た
（
参
考
文
献
③
）。

ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、
全
国
学
校
図
書
館

九
七
九
〇
校
の
う
ち
一
八
二
校
が
被
災

し
、
ま
た
、
全
国
公
共
図
書
館
九
五
〇

館
の
う
ち
六
二
館
が
被
災
し
二
八
館
が

全
壊
し
た
。
そ
の
ほ
か
仏
教
寺
院
付
属

の
図
書
館
六
八
館
も
被
害
を
受
け
て
い

る
（
東
川
論
文
）。

　

二
〇
〇
八
年
五
月
に
発
生
し
た
四
川

大
地
震
で
は
、
死
者
約
六
万
九
〇
〇
〇

人
、
行
方
不
明
者
一
万
八
〇
〇
〇
人
、

経
済
被
害
は
約
八
四
五
〇
億
元
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
四
川
省
公
共
図
書
館
一

一
九
館
の
う
ち
四
館
が
全
壊
、
五
四
館

が
被
災
し
、
約
百
八
二
万
冊
の
資
料
と

約
一
万
三
〇
〇
〇
台
の
機
器
が
使
用
で

き
な
く
な
っ
た
（
狩
野
論
文
）。
四
川

①�地震直後のアジア経済研究所図書
館の書架

②海浜幕張周辺の隆起した歩道

特 集

二
階
宏
之

特
集
に
あ
た
っ
て
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大
地
震
の
直
前
に
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
巨

大
な
サ
イ
ク
ロ
ン
が
直
撃
し
、
死
者
・

行
方
不
明
者
は
約
一
四
万
に
上
っ
た
。

一
〇
〇
〇
を
超
え
る
図
書
館
に
も
被
害

を
も
た
ら
し
て
い
る
（
小
林
論
文
）。

さ
ら
に
、
二
〇
一
〇
年
一
月
に
は
ハ
イ

チ
で
大
地
震
が
発
生
し
、
死
者
は
約
三

一
万
六
〇
〇
〇
人
、
被
害
額
約
七
八
億

ド
ル
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
（
参
考
文

献
④
）。
こ
の
地
震
で
、首
都
ポ
ル
ト
ー

プ
ラ
ン
ス
に
あ
る
大
学
図
書
館
の
半
数

以
上
が
壊
滅
的
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
無

数
の
書
籍
が
破
壊
さ
れ
、
学
校
、
大
学
、

地
域
の
図
書
館
が
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
（
ブ
ク
エ
・
キ
ス
ト
マ
ー
カ
ー
論

文
）。
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
は
、

二
五
一
の
図
書
館
が
建
物
被
害
を
受

け
、
そ
の
う
ち
公
立
図
書
館
七
館
が
全

壊
し
、
図
書
館
職
員
の
死
者
・
行
方
不

明
者
一
〇
人
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
参

考
文
献
⑤
）。

　

災
害
に
は
「
自
然
災
害
」
の
ほ
か
、

科
学
技
術
の
発
展
に
と
も
な
っ
て
生
じ

る
「
技
術
災
害
」、
戦
争
や
暴
動
な
ど

に
よ
る
「
社
会
災
害
」
を
含
め
て
捉
え

る
こ
と
が
あ
る
（
参
考
文
献
②
）。
イ

ラ
ク
で
は
、
二
〇
〇
三
年
の
イ
ラ
ク
戦

争
開
始
の
際
に
イ
ラ
ク
の
図
書
館
で
は

多
く
の
蔵
書
が
略
奪
さ
れ
た
。
紛
争
・

戦
争
と
い
う
人
為
的
災
害
の
状
況
下
で

は
美
術
品
や
文
化
財
の
略
奪
が
絶
え
な

い
。
略
奪
・
放
火
の
目
的
は
、
金
銭
目

当
て
の
強
盗
と
、政
治
的
な
資
料
廃
棄
・

略
奪
と
に
大
別
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る

（
小
林
論
文
）。

●
図
書
館
の
復
旧
・
復
興

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
大
災
害
が
発
生

し
た
場
合
、
地
理
的
・
政
治
的
要
因
に

よ
っ
て
図
書
館
は
大
き
な
損
害
を
被
る

こ
と
に
な
る
。
次
に
、
被
災
図
書
館
の

復
旧
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
み
て
み

よ
う
。

　

東
北
大
学
図
書
館
で
は
東
日
本
大
震

災
の
際
、
書
籍
の
落
下
や
書
架
の
倒
壊

の
ほ
か
、
天
井
や
壁
、
床
な
ど
の
建
物

被
害
や
漏
水
が
発
生
し
た
。
本
格
的
な

災
害
復
旧
工
事
は
二
〇
一
二
年
二
月
か

ら
で
あ
っ
た
。
良
好
な
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、
復
旧
に
当

た
っ
て
は
こ
れ
ら
の
図
書
館
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
（
施
設
と
そ
の
環
境
）
に
重
点
を

お
い
た
。
さ
ら
に
、
復
旧
か
ら
復
興
に

向
け
て
の
一
歩
と
し
て
ラ
ー
ニ
ン
グ
・

コ
モ
ン
ズ
（
学
習
す
る
た
め
の
共
有
ス

ペ
ー
ス
）の
新
設
を
実
現
し
て
い
る（
米

澤
論
文
）。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
チ
ェ
州
で
は
ス

マ
ト
ラ
沖
地
震
津
波
発
生
前
は
武
力
紛

争
下
で
あ
っ
た
た
め
、
ア
チ
ェ
に
関
わ

る
文
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
カ
タ
ロ
グ
作

成
は
ア
チ
ェ
州
外
で
進
め
ら
れ
て
い

た
。
災
害
後
、
復
興
に
向
け
て
ア
チ
ェ
・

ニ
ア
ス
復
興
再
建
庁
で
は
、
関
係
各
省

庁
を
横
断
し
て
地
域
の
資
料
の
共
有
化

を
は
か
っ
た
。現
在
に
お
い
て
も
ア
チ
ェ

州
で
は
図
書
館
機
能
を
強
化
す
る
動
き

が
活
発
に
み
ら
れ
、
外
国
か
ら
の
支
援

に
よ
り
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
カ
タ
ロ

グ
作
成
を
実
施
し
て
い
る
（
西
論
文
）。

　

タ
イ
の
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
図
書
館
で

は
、
大
洪
水
の
あ
と
図
書
館
の
復
旧
計

画
立
案
委
員
会
を
組
織
し
、
緊
急
の
復

旧
活
動
と
し
て
資
料
の
修
復
や
建
物
の

改
築
、
蔵
書
の
移
動
を
実
施
し
た
。
ま

た
、
長
期
的
な
復
旧
計
画
と
し
て
タ
マ

サ
ー
ト
大
学
図
書
館
や
研
究
機
関
に
お

い
て
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
検
討
し
て

い
る
（
チ
ュ
ー
マ
ン
・
テ
ィ
ラ
キ
ッ
ト
、

シ
ー
チ
ャ
ン
・
チ
ャ
ン
チ
ー
ワ
論
文
）。

ス
リ
ラ
ン
カ
で
も
被
災
後
の
早
い
時
期

に
国
家
レ
ベ
ル
の
復
旧
委
員
会
を
組
織

し
、
学
校
図
書
館
の
再
建
を
最
優
先
で

実
施
し
て
い
る
（
東
川
論
文
）。

●
支
援
活
動

　

確
か
に
国
家
の
非
常
事
態
と
し
て
図

書
館
の
復
旧
や
復
興
計
画
を
行
っ
て
い

く
こ
と
は
第
一
な
の
だ
が
、
実
際
に
被

災
者
と
直
接
向
き
あ
う
と
こ
ろ
の
本
を

提
供
す
る
ま
で
に
は
困
難
が
と
も
な

う
。
図
書
館
が
損
壊
し
、
資
料
が
流
出

し
て
し
ま
っ
た
場
合
な
ど
は
、
ほ
と
ん

ど
ゼ
ロ
か
ら
の
立
ち
上
げ
と
同
様
で
あ

る
。
被
災
し
た
図
書
館
に
お
い
て
は
図

書
館
職
員
も
被
災
者
で
あ
り
、
ま
た
、

再
建
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
ち
合
わ
せ
て

い
る
こ
と
も
多
く
な
い
。
そ
の
た
め
、

外
部
の
人
的
協
力
が
必
須
と
な
る
。
そ

こ
で
、
大
き
な
役
割
を
期
待
さ
れ
る
の

が
、
草
の
根
的
に
活
動
し
て
い
るL

i-

b
raries W

ith
o
u
t B

o
rd

ers

（
以
下

Ｌ
Ｗ
Ｂ
）
や
シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
会
な
ど
の
支
援
団
体
の
協
力
で

あ
る
。

　

災
害
や
紛
争
時
に
お
い
て
は
多
く
の

危
機
管
理
機
関
は
緊
急
的
な
人
命
救
助

を
優
先
し
、
社
会
的
お
よ
び
文
化
的
な

救
援
活
動
は
後
回
し
に
な
る
。
緊
急
的

な
支
援
が
落
ち
着
い
た
こ
ろ
か
ら
、
被

災
地
の
社
会
構
造
や
制
度
に
も
目
を
向

け
た
長
期
的
な
視
野
に
基
づ
く
救
援
ア

プ
ロ
ー
チ
が
求
め
ら
れ
て
く
る
。
Ｌ
Ｗ

Ｂ
で
は
、図
書
館
の
建
設
や
司
書
研
修
、

書
籍
の
提
供
、地
域
出
版
社
へ
の
支
援
、

図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
な
ど
を

行
い
、
被
災
地
関
係
者
の
主
導
に
よ
る

被
災
地
支
援
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

ハ
イ
チ
再
建
で
は
、
被
災
者
ニ
ー
ズ
を

特
定
す
る
た
め
の
調
査
活
動
や
被
災
者

が
本
を
利
用
で
き
る
よ
う
な
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
被
災
者
た
ち

の
精
神
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
克
服
す
る
た

め
に
「
読
む
楽
し
さ
」
を
発
見
す
る
た

特集にあたって  
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め
の
文
化
的
、
教
育
的
な
活
動
を
通
し

て
、
読
み
書
き
の
支
援
を
行
っ
て
い
る

（
ブ
ク
エ
・
キ
ス
ト
マ
ー
カ
ー
論
文
）。

　

シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

は
、
東
日
本
大
震
災
後
、
二
〇
一
一
年

七
月
よ
り
、
岩
手
県
沿
岸
部
の
四
市
町

約
三
〇
の
仮
設
団
地
に
お
い
て
移
動
図

書
館
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
も
と
も

と
は
、
一
九
八
〇
年
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
難

民
キ
ャ
ン
プ
で
子
ど
も
た
ち
に
絵
本
を

届
け
る
こ
と
か
ら
活
動
を
開
始
し
、
現

在
で
は
、
タ
イ
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

で
図
書
館
活
動
や
学
校
建
設
の
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
サ
イ
ク
ロ
ン
被

災
を
機
に
発
足
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
ナ
ル
ギ

ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
リ
カ
バ
リ
ー
」が
、

寄
贈
図
書
の
分
配
、
図
書
館
の
再
建
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
の
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
海
外
か
ら
の
寄
贈
図
書

は
国
内
の
図
書
館
に
分
配
さ
れ
る
と
と

も
に
、
一
部
を
販
売
し
て
そ
の
収
益
で

ミ
ャ
ン
マ
ー
語
図
書
な
ど
を
新
た
に
購

入
し
て
い
る
。
ま
た
、
倒
壊
し
た
図
書

館
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館
と
し
て
再

建
す
る
な
ど
活
動
範
囲
は
広
い
（
小
林

論
文
）。

●
記
録
と
保
存

　

一
九
三
四
年
三
月
、
内
務
省
は
当
時

と
し
て
は
め
ず
ら
し
い
航
空
写
真
も
入

れ
た
『
三
陸
津
浪
に
因
る
被
害
町
村
の

復
興
計
画
報
告
』
を
作
成
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
報
告
書
の
存
在
を
東
日
本
大

震
災
の
発
生
時
に
、
あ
ら
か
じ
め
知
っ

て
い
た
専
門
家
、
行
政
関
係
者
、
マ
ス

コ
ミ
は
非
常
に
少
な
か
っ
た
。
復
旧
・

復
興
の
記
録
と
経
験
と
い
う
も
の
は
薄

れ
や
す
く
、
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
も

の
で
あ
る
（
参
考
文
献
⑥
）。

　

東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
本
部
が
二

〇
一
一
年
七
月
二
九
日
に
決
定
し
た

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
基
本

方
針
」
を
受
け
て
、
国
立
国
会
図
書
館

で
は
「
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
」

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
た
ち
あ
げ
た
。
国

全
体
と
し
て
蓄
積
し
た
記
録
等
が
、
被

災
地
の
復
興
事
業
や
、
今
後
の
防
災
、

減
災
対
策
等
へ
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
（
河
合
論
文
）。
イ
ン
ド

や
タ
イ
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
も
、

震
災
後
に
図
書
館
と
し
て
の
資
料
を
守

る
必
要
性
を
感
じ
て
貴
重
な
資
料
を
デ

ジ
タ
ル
化
す
る
活
動
を
始
め
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
現
在
の
情
報
化
社
会
の

な
か
で
、
世
界
各
国
で
震
災
の
記
録
を

残
し
た
り
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
り

す
る
な
ど
の
活
動
が
実
施
さ
れ
、
今
後

震
災
が
起
き
た
際
の
被
害
を
食
い
止
め

よ
う
と
努
力
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
、
こ
れ
ら

の
活
動
が
非
常
時
の
図
書
館
活
動
と
し

て
生
か
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

●
お
わ
り
に

　

地
震
を
は
じ
め
と
す
る
大
災
害
は
世

界
の
ど
こ
で
も
起
こ
り
う
る
も
の
で
あ

り
、
い
ま
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
図
書

館
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い

る
。
い
ざ
大
災
害
が
起
き
た
時
の
備
え

と
し
て
、
防
災
計
画
を
立
て
て
お
く
と

と
も
に
、
非
常
時
に
適
切
な
行
動
が
と

れ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
整
備
し
て
お
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
災
害
が
発
生
し

な
い
ケ
ニ
ア
の
図
書
館
で
は
ほ
と
ん
ど

防
災
対
策
に
関
し
て
関
心
が
薄
く
、
火

災
に
対
す
る
最
低
限
の
設
備
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
日
本
で
も
地
震
に
対
す

る
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を
整
備
し
て
い
る

図
書
館
は
少
な
い
だ
ろ
う
。
二
〇
一
二

年
五
月
に
日
本
図
書
館
協
会
か
ら
『
み

ん
な
で
考
え
る
図
書
館
の
地
震
対
策
：

減
災
へ
つ
な
ぐ
』
と
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
ガ
イ
ド
が
出
版
さ
れ
た
。
東
日
本
大

震
災
の
記
録
が
薄
れ
て
い
く
前
に
、
早

い
う
ち
に
各
図
書
館
に
お
い
て
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
準
備
し
て
お
き
た
い
。
東
日
本

大
震
災
の
復
旧
が
進
ん
で
い
く
な
か

で
、
多
く
の
支
援
や
情
報
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
被
災
者
と
支
援
者
を
つ

な
ぐ
パ
イ
プ
が
不
足
し
、
か
え
っ
て
被

災
者
の
負
担
を
増
加
し
て
し
ま
っ
た
と

い
う
意
見
が
あ
る
（
参
考
文
献
⑦
）。

ま
た
、
世
界
各
地
の
図
書
館
の
復
旧
過

程
か
ら
見
え
て
き
た
ひ
と
つ
に
、
被
災

者
の
心
の
ケ
ア
が
大
変
重
要
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

震
災
時
に
お
け
る
図
書
館
の
役
割
は
非

常
に
大
切
で
あ
る
。
図
書
館
の
新
た
な

役
割
と
使
命
を
十
分
自
覚
し
、
ま
た
、

被
災
の
経
験
や
記
録
を
風
化
さ
せ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
保
存
、
提
供
し
て
い
く

こ
と
を
、
国
際
的
な
枠
組
み
の
な
か
で

考
え
て
い
き
た
い
。

（
に
か
い　

ひ
ろ
ゆ
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

図
書
館
）

《
参
考
文
献
》

① 

林
勲
男
編
著
［
二
〇
一
〇
］『
自
然
災

害
と
復
興
支
援
』　

明
石
書
店
。

② 「
総
特
集
：
災
害
と
地
域
研
究
」『
地
域

研
究
』　

一
一
巻
二
号
二
〇
一
一
年
三

月　

地
域
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
。

③ 

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
［
二
〇
〇
六
］

『
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
・
津
波
に
よ
る
文

書
遺
産
の
被
災
と
復
興
支
援
―
平
成
一

七
年
度
国
立
国
会
図
書
館
公
開
セ
ミ

ナ
ー
記
録
集
』（
図
書
館
研
究
シ
リ
ー

ズ
三
九
号
）。

④ 

外
務
省
［
二
〇
一
二
］『
我
が
国
の
ハ

イ
チ
復
旧
・
復
興
支
援
概
要
』。

⑤ 

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
［
二
〇
一
二
］

『
東
日
本
大
震
災
と
図
書
館
』（
図
書
館

調
査
研
究
リ
ポ
ー
ト
一
三
号
）。

⑥ 

越
澤
明
著
［
二
〇
一
二
］『
大
災
害
と

復
旧
・
復
興
計
画
』　

岩
波
書
店
。

⑦ 「
特
集
：
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
を
経

て
」『
情
報
管
理
』　

五
二
巻
一
二
号
二

〇
一
二
年
三
月　

科
学
技
術
振
興
機
構
。

4アジ研ワールド・トレンド No.210 （2013. 3）


